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【第66回大会の案内】 
●詳細は、ＨＰ左欄にある「過去の短信」の中でNo.144をご覧下さい。 

 
■ 開 催 

 場 所：東京海洋大学品川キャンパス 東京都港区港南4-5-7 

 事務局：板倉 信明（水産大学校 TEL 083-227-3853） 

 日 程：2019年6月28日（金）～30日（日）  （※以下の丸数字は、下図中の棟番号を示す） 

    6月28日（金）16:00～17:00 ：会計監査（8号館406号室 ⑰） 

            17:00～18:00 ：学会賞選考委員会（8号館402号室 ⑰） 

             ●上記へは、会計及び当該委員以外の会員の参加は不要。 
       6月29日（土） 9:30 開場 

          10:00～12:00 ：全国理事会（講義棟大講義室 ㉗） 

            ●上記へは、理事以外の会員の参加は不要。 

 12:00～13:00 ：昼食 

          13:00～17:30 ：シンポジウム（講義棟大講義室 ㉗） 

          18:00～20:00 ：懇親会（大学会館食堂 ㉖） 

    6月30日（日） 9:00 開場 

           9:30～11:50 :一般報告 (講義棟32、34番教室 ㉗)   

          12:00～13:00 ：総会  (講義棟34番教室 ㉗)  

 

 

■ 参加申込方法 

 当日受付で右記をお支払いください。①大会参加費：2,000円、②懇親会費：4,000円（懇親会参加の方のみ） 

 ●大会へは、非会員の方も参加出来ます。その際、上記①をお支払い下さい。 

  懇親会も同様に非会員の方も参加出来ます。その際、上記②をお支払い下さい。 
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【 第66回 大会シンポジウム・プログラム】 

（6/29（土）、13:00～17:30、講義棟大講義室） 

 

水産業変革の諸相と将来ビジョン ～時代の転換点を迎えて～ 

          

コーディネイター：佐野雅昭（鹿児島大学水産学部） 

司会：宮沢晴彦（北海道大学） 

【プログラム】 

 
代表理事挨拶（13:00～13:05） 宮沢晴彦（北海道大学）  
 

第１報告（13:05～13:15） 

解題 

佐野雅昭（鹿児島大学） 

第２報告（13:15～13:35） 

漁業法改正と漁場利用構造の変化」 

佐野雅昭（鹿児島大学） 

第３報告（13:35～14:00） 

    2018年卸売市場制度改革の特徴と今後の展望・課題 ―卸・仲卸間の関係性に焦点をあてて― 

山本尚俊（長崎大学） 

第４報告（14:00～14:20） 

水産業におけるテクノロジー導入の可能性とその実態 

廣田将仁（水産研究・教育機構 開発調査センター） 

 

休憩  （14:20～14:30） 

 

第５報告（14:30～14:50） 

水産業における労働力構造の変化 

佐々木貴文（北海道大学） 

第６報告（14:50～15:10） 

漁業をとりまく自然と社会   ―産業利用の促進と自然保護意識の高まり― 

工藤貴史（東京海洋大学） 

特別報告（15:10～15:30） 

    令和の林政改革 

永田 信（一般財団法人 林業経済研究所理事長・東京大学名誉教授） 

 

コメント（15:30～15:45）： 山下東子（大東文化大学） 

 

休憩  （15:45～16:00） 

 

総合討論 （16:00～17:30） 

 

シンポ閉会 17:30 
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【一般報告プログラム：第 1会場 講義棟３２番教室】 

（発表20分：質疑応答 5分） 

 

第１報告： 9：30～ 9：55 
 韓国による対日海苔輸出に見られる流通取引の変化と特徴 

林東薫 (長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科)、亀田和彦・山本尚俊（長崎大学） 

第２報告： 9：55～10：20 
 釣り施策の意義と課題 

中山洋輔（水産庁管理調整課）、樋渡公愛（水産庁研究指導課）  

第３報告：10：20～10：45  
新しい漁業法の下での漁業管理 ーズワイガニ2018年漁期の異変ー 

 東村玲子（福井県立大学）  

（休憩 10:45～11:00） 

 

第４報告：11：00～11：25 
 漁業者とのワークショップを通じた問題同定 ー新規就業者の定着を例としてー 

竹村紫苑 1・牧野光琢 2・神山龍太郎 1・杉本あおい 1・半沢祐大 1 

   （1 水産研究・教育機構中央水産研究所、2 東京大学大気海洋研究所）  

第５報告：11：25～11：50  
 水産加工業における外国人労働力の活用の現状と課題 ー東日本大震災地区の復旧との関連を見るー 

鈴木 康夫（東北福祉大学）、辻 雅司（東京海洋大学） 

 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 
【一般報告プログラム：第２会場 講義棟３４番教室】 

（発表20分：質疑応答 5分） 

 

第１報告： 9：30～ 9：55 

 1920～30年代における中国「関東州」水産業の変容 

彭瑋（鳥取大学連合農学研究院）、伊藤 康宏(島根大学) 

第２報告： 9：55～10：20 

 20世紀前半の中国における水産教育の嚆矢と東アジア 

 楊峻懿（京都大学大学院博士後期課程） 

 

第３報告：10：20～10：45  

 戦間期の都市における消費の変化と水産団体による販売斡旋事業の展開 

 ー北海道水産会東京出張所活動を中心にー 

植田展大（農林中金総合研究所） 

（休憩 10:45～11:00） 

 

第４報告：11：00～11：25 

 水産物公定価格制度の展開と戦後初期の統制違反事件 ー八戸魚市場の事例ー 

 小岩 信竹（東京海洋大学・名誉教授） 
 


